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平成19年11月11日（日）玉城中央公民館周辺広場にて第2回南城市子どもまつりが開催されました。

オープニングセレモニー 舞台発表を見学している皆さん 
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会 長 

勢理客 德助 

   

　
市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
皆
様
に
は
、
健
や
か
な
う

ち
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
旧
年
中
は
、
本
会
の
事
業

推
進
に
対
し
多
く
の
市
民
の

皆
様
を
は
じ
め
、
企
業
・
団

体
等
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
近
年
は
、
介
護
保
険

制
度
の
改
正
や
障
害
者
自
立

支
援
法
の
施
行
に
み
て
と
れ

る
よ
う
に
、
だ
れ
も
が
住
み

な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
社
会
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後

ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
公
的
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
も
と
よ

り
、
住
民
の
地
域
福
祉
活
動

へ
の
主
体
的
な
参
加
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の

中
で
、
本
会
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
ゆ
い
ま
ー
る
精
神
の

も
と
だ
れ
も
が
安
心
し
て
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
　
豊
か

な
心
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
」
の

下
に
、
住
民
参
画
を
基
本
と

し
た
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
福
祉
総

合
相
談
事
業
等
に
よ
る
相
談
・

支
援
活
動
や
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
等
の
福
祉
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
市
民
皆
様
の
更
な
る
ご
健

勝
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
変
わ

ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 
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平
成
１９
年
１０
月
か
ら
、地
域
ふ

れ
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
中
で
、高
齢
者
の
皆
様
を
対
象

に
「
健
康
教
室
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
自
身
が
自
分
の
健

康
状
態
及
び
運
動
能
力
を
知
り
、

目
標
を
も
っ
て
健
康
づ
く
り
を
す

る
こ
と
で
、地
域
全
体
で
介
護
予

防
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
1
つ
目
は
「
体
力
測
定
」
で
運

動
指
導
士
の
後
呂
裕
美
さ
ん
の

指
導
の
下
、６
項
目
に
つ
い
て
測

定
を
し
ま
す
。
上
肢
の
筋
力
、バ

ラ
ン
ス
感
覚
、歩
行
能
力
、柔
軟

性
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、利
用
者
の
皆
さ
ん
が

真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
測
定
結
果
が
そ
の
日
に

も
ら
え
る
の
で
、自
分
の
測
定
結

果
に
一
喜
一
憂
し
、「
ま
た
ミ
ニ
デ

イ
で
頑
張
ら
ん
と
い
け
な
い
ね
〜
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
２
つ
目
は
「
栄
養
教
室
」
と
し

て
佐
敷
在
住
の
栄
養
士
知
念
久

美
枝
さ
ん
に
よ
る
講
話
で
、普
段

の
食
事
で
口
に
し
て
い
る
食
品
の

働
き
や
、食
べ
る
量
を
自
分
の
手

で
は
か
る
「
手
秤（
ば
か
り
）
」
と

い
う
方
法
で
簡
単
に
実
践
で
き

る
よ
う
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま

し
た
。 

　
女
性
が
大
好
き
な
甘
〜
い
ケ

ー
キ
や
、飲
み
物
に
含
ま
れ
い
て

い
る
砂
糖
の
量
も
知
る
こ
と
が
で

き
、参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
さ
ぁ
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。 

　
３
つ
目
は
「
口
腔
ケ
ア
」
で
歯

科
衛
生
士
の
新
洋
子
さ
ん
と
山

城
利
枝
子
さ
ん
に
よ
る
講
話
で
、

食
事
を
す
る
中
で
噛
む
事
の
大

切
さ
や
、日
頃
見
落
と
し
が
ち
な

歯
磨
き
の
大
切
さ
、そ
れ
に
高
齢

者
に
多
く
見
ら
れ
る
感
染
症（
風

邪
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）等
が
、口

腔
ケ
ア
に
よ
っ
て
そ
の
発
生
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
を
学
び

ま
し
た
。 

　
こ
の
健
康
教
室
は
、３
月
ま
で

各
地
域
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

実
施
す
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
奮
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ

う
。 

12/11 12/14
　１２月１１日（火）玉城地区・１４日（金）佐
敷地区の地域ふれあいミニデイサービ

ス事業の利用者及びボランティアの皆さんを対
象にスポレク大会を開催しました。 
　２地区併せると２００名余の利用者及ボランティ
アの皆さんが参加しました。普段のミニデイサー
ビス事業の活動の中で実施している様々な軽ス
ポーツの中から、「三角ボード」と「ゲート通過」
の２つの競技を、各字対抗戦で予選リーグ、決勝ト
ーナメントが行われました。「久しぶりに選手とし
て参加したさぁ」と感慨深げな８０代の参加者もい
て、終日歓声と笑顔でにぎわっていました。優勝、
準優勝のチームには豪華？賞品が贈られました。 

●玉城地区　三角ボード　優勝 糸数チーム 準優勝 中山チーム 
　　　　　　ゲート通過　優勝 百名Ｂチーム 準優勝 中山チーム 

●佐敷地区　三角ボード　優勝 小谷Aチーム 準優勝 小谷Bチーム 
　　　　　　ゲート通過　優勝 伊原Bチーム 準優勝 外間チーム 

う
し
ろ
　
ひ
ろ
み 

あ
ら 
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民生委員・児童委員厚生労働大臣委嘱状、 
感謝状伝達式及び知事委嘱状交付式 

全国一斉改選による民生委員・児童委員厚生労働大臣委嘱状、感謝状伝達式及び知事委嘱状交
付式が12月5日（水）那覇市民会館にて行われました。
南城市では、退任者36名に感謝状が贈呈され、新（再）任83名に委嘱状の交付が行われました。

退任民生委員児童委員（主任児童委員）

6年 

3年 

3年 

3年 

6年 

3年 

2年6ヶ月 

1年8ヶ月 

6年 

6年 

6年 

6年 

6年 

6年 

27年2ヶ月 

3年 

8年11ヶ月 

6年 

 

津 波 千 代  

平 井 洋 子  

与那嶺スミ子 

宮 城 明 美  

喜 納 美 佐 子  

渡 名 喜 智 子  

屋 比 久 光 子  

玉 城 艶 子  

仲 里 秀 子  

幸 地 エ ミ 子  

與 那 城 幸 子  

永 吉 盛 康  

屋 比 久 静 子  

西 銘 明 枝  

大 湾 政 秋  

新 垣 晃  

森 山 君 子  

稲 福 セ ツ 子  

津 波 古 地 区  

佐 敷 地 区  

佐 敷 地 区  

手 登 根 地 区  

手 登 根 地 区  

伊 原 地 区  

外 間 地 区  

仲 伊 保 地 区  

志 喜 屋 地 区  

具 志 堅 地 区  

知 念 地 区  

吉 冨 地 区  

安 座 真 地 区  

久 高 地 区  

親慶原団地地区 

百 名 地 区  

新 原 地 区  

玉 城 地 区  

6年 

3年 

3年 

6年 

3年 

6年 

6年 

6年 

3年 

3年 

3年 

6年 

3年 

6年 

3年　 

5年7ヶ月　 

3年 

3年 

大 城 多 美 子  

長 浜 真 清  

西 原 美 代 子  

知 念 昭 一  

野 原 和 子  

中 本 政 子  

玉 城 光 則  

外 間 律 子  

比 嘉 真 幸  

末 吉 健 三  

仲 本 多 美 子  

仲 程 幸 子  

知 念 弘 子  

下 地 和 子  

大 城 俊 夫  

城 間 一 美  

知 念 清 雄  

竹 花 一 英  

奥 武 地 区  

堀 川 地 区  

船 越 地 区  

前 川 地 区  

前 川 地 区  

主任児童委員  

南 風 原 地 区  

平 良 地 区  

嶺井団地地区  

福 原 地 区  

島 袋 地 区  

仲 程 地 区  

高 宮 城 地 区  

Ｇタウン地区  

目 取 真 地 区  

大 城 地 区  

真 境 名 地 区  

ニュータウン地区  

民生委員・児童委員厚生労働大臣委嘱状、 
感謝状伝達式及び知事委嘱状交付式 

感謝状を受ける大湾政秋様（勤続27年2ヶ月） 委嘱状を受ける屋良景尚様
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佐敷地区  

S a s h i k i

さ  しき  

津波古（1～3班）津波古（4～6班）
金　城　定　雄 城　間　敏　男 

屋比久
當　間　誠　勇 

外間
平　田　愛　子 

冨祖崎
屋　良　景　尚 

新開（1～3班）・第2団地
具志堅　栄　吉 

新開（4～10班）
嘉　数　則　子 

県営第1団地
山　城　孝　正 

つきしろ
比　嘉　敬　子 

つきしろ
大　嶺　富　子 

當　眞　久美子 

金　城　洋　子 

勢理客　光　枝 

當　眞　アケミ 

新　垣　恵美子 

仲　村　マリ子 

津　波　智枝子 

金　城　八重子 

山　城　久見子 

小　谷　栄　子 
新里兼久

津波古（１０・１１班） 津波古（9・１２班）小谷

手登根（5～7班）伊原

佐敷（3～4班） 佐敷（1～2班）手登根（1～4班）

南城市 

民生委員・児童委員 
主任児童委員です 

任期：平成19年12月1日～ 
　　　平成22年11月30日 
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仲村渠
幸　喜　幸　子 

百名
新　垣　世　繁 

新原
小波津　純　子 

玉城
稲　福　昌　代 

中山
井　上　静　子 

奥武
中　村　正　賢 

志堅原
上　間　喜志子 

堀川
港　川　厚　子 

たまぐすく  

ち  ねん  

知念地区  

C h i n e n

玉城地区  

知念
宮　城　健　冶 

知念
前　城　秀　男 

吉冨
宮　城　久　春 

安座真
屋比久　キヨ子 

知名
屋　我　和　子 

知名
親　川　園　子 

海野
宮　城　秀　雄 

久原
吉　嶺　美智子 

久高
内　間　　豊 

主任児童委員
山　内　美　武 

親慶原団地
宮　里　澄　子 

親慶原
仲　村　　裕 

垣花
稲　福　千代子 

Tamagusuku

主任児童委員
安　里　洋　子 

主任児童委員
玉　城　徳　子 
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富里
八　幡　眞　博 

當山
大　城　つや子 

屋嘉部
宮　城　スミ子 

糸数
知　念　トシ子 

喜良原
照　屋　秀　子 

船越
屋嘉部　江美子 

愛地
末　吉　清　子 

前川
神　谷　嘉　哲 

前川
中　村　末　乃 

主任児童委員
糸　数　栄　輝 

主任児童委員
嶺　井　なおみ 

西原
宮　城　盛　時 

南風原
玉　城　吉　江 

平良
新　垣　サチ子 

嶺井
西　銘　常　子 

嶺井団地
當　間　美佐子 

仲程
宮　城　吉　信 

高宮城
知　念　節　子 

平川
上　原　ツル子 

古堅
上　原　勝　子 

福原
比　嘉　行　雄 

島袋
比　嘉　照　子 

当間
城　間　安　子 

銭又
瑞慶覧　美喜枝 

大里地区  

O z a t o

おおざと  
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第2団地
當　銘　由　則 

ニュータウン
宮　城　安　子 

主任児童委員
大　城　初　江 

主任児童委員
島　袋　恵美子 

大城A
城　間　修　一 

大城B
城　間　理恵子 

稲福
玉　城　良　秀 

真境名
玉　城　初　子 

大里団地
梶　原　治　代 

グリーンタウンC
知　名　圭　子 

稲嶺A
新　垣　光　秀 

稲嶺B
新　垣　恵　子 

目取真
大　城　嶺　子 

湧稲国
伊　波　タエ子 

グリーンタウンA
知　念　弘　子 

グリーンタウンB
渡嘉敷　みほ子 

民生委員・児童委員、主任児童委員は

　　　　　　子育て・福祉に関する相談相手です。 

●みなさんがかかえる問題について、みなさんの立場で、親身に相談にのります。 

●わたしたちのまちにどんな福祉制度や子育て支援サービスがあるか、紹介します。 

●必要なサービスが受けられるよう、関係機関との「つなぎ役」になります。 

●わたしたちは市の民生委員推薦会によって選ばれ、厚生労働大臣から委嘱され、地

域で活動しています。 

南城市民生委員児童委員連絡協議会 
（南城市老人福祉センター内） 

 

お気軽にご連絡ください。ご相談の秘密は守られます。 

TEL 852-5366 
ＦＡＸ 852-5367
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知
念
字
海
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
の
仲
間
た
ち
が
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
平
成
１２

年
に
結
成
さ
れ
た
「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

美
童
ク
ラ
ブ
」
は
、
ま
す
ま
す
活
動
の
場

を
広
げ
、
障
が
い
者
や
各
地
の
お
年
寄
り

に
健
康
表
現
体
操
を
指
導
し
て
い
ま
す
。 

会
員
は
現
在
２３
人
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
可
能
な
時
間
を
利
用
し
、
地
域
の

ミ
ニ
デ
イ
で
リ
ズ
ム
体
操
を
指
導
し
た
り
、

老
人
福
祉
施
設
を
訪
問
し
手
遊
び
で
交
流

を
図
り
ま
す
。
活
動
は
南
城
市
内
に
留
ま

ら
ず
、
市
外
の
障
が
い
者
福
祉
団
体
の
事

業
で
参
加
者
全
体
で
踊
れ
る
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
の
支
援
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
美
童
ク
ラ
ブ
は
健
康
表
現
体
操
で
地
域

の
福
祉
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

地
域
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
明
る
い
気
持
ち
で
新
年
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
南
城
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
「
年
末
お

掃
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

勤
務
明
け
や
非
番
を
利
用
し
て

参
加
し
た
消
防
署
員
や
清
掃
組
合

員
の
皆
さ
ん
が
、
１２
月
１３
日
は
玉

城
一
世
帯
、
１４
日
は
知
念
二
世
帯

で
昨
年
に
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
１３

日
は
雨
ふ
り
に
も
拘
わ
ら
ず
、
高

く
茂
っ
た
樹
木
を
伐
採
し
屋
敷
内

が
明
る
く
な
り
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
１４
日
に
屋
敷
内
を
清
掃
し
て

も
ら
っ
た
お
年
寄
り
は
「
屋
敷
内

が
き
れ
い
で
気
持
ち
が
い
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

と
笑
顔
で
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。 

問い合わせ　南城市ボランティアセンター　 947－3051

 ▲ 第2回健康表現体操フェスティバル 

み
や
ら
び 

収 集 方 法  

活用のされ方 

●切手の周囲約１センチを残して切り取る。 
●消し印が鮮明であれば消印部分も一緒に切り取る。 

南部地区社会福祉協議会連絡協議会で取りまとめられ、切手業者に買い取ってもらい
ます。換金された代金は南部地区の福祉団体の活動費に充てられます。 
買い取られた切手は、業者を通じて世界の切手収集家が購入するしくみです。 

独
居
の
高
齢
者
宅
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
屋
敷
内
清
掃 
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１０ 

No.5

No.5

知
念
保
育
所
は
、
広
々
と
し
た
園
庭
か
ら
、

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
橋
が
見
渡
せ
、
世
界
遺
産

の
斉
場
御
嶽
や
サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ
、
岬
公

園
等
の
海
や
山
等
の
自
然
豊
か
な
環
境
に

恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
達
は
、

サ
ン
サ
ン
ビ
ー
チ
で
の
稚
魚
の
放
流
体
験

や
地
域
の
お
年
寄
り
と
の
交
流
、
バ
ス
停

周
辺
の
そ
う
じ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
し
て
情
操
教
育
を
育
て
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
食
育
活
動
と
し
て
年
令
に
応
じ

た
野
菜
作
り
を
通
し
て
、
栽
培
か
ら
収
穫

ま
で
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ

ま
で
苦
手
だ
っ
た
野
菜
に
興
味
を
持
ち
、

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
カ

レ
ー
パ
ー
テ
ー
が
出
来
る
よ
う
に
日
々
、

観
察
や
手
入
れ
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

年
間
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

に
防
火
活
動
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
方
々

に
活
動
内
容
が
喜
ば
れ
、
地
域
の
方
々
の

や
さ
し
い
笑
顔
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
子
ど

も
達
に
も
大
き
な
自
信
と
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密
着
し
た

保
育
を
心
が
け
、
子
ど
も
達
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

〒901－1511 

南城市知念字久手堅21番地  

TEL（098）948ー2862

知
的
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ

き
、
つ
き
し
ろ
学
園
は
雇
用
さ

れ
る
こ
と
が
困
難
な
知
的
障
害

者
を
入
所
さ
せ
て
、
自
活
に
必

要
な
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、

職
業
を
与
え
て
自
活
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
沖
縄
県
で
初

の
知
的
障
害
者
授
産
施
設
と
し

て
昭
和
５４
年
１０
月
１
日
に
開
園

致
し
ま
し
た
。
場
所
は
南
城
市

佐
敷
字
新
里
の
風
光
明
媚
な
高

台
に
あ
り
、
利
用
者
５０
名
の
方
々

が
生
活
し
て
い
ま
す
。 

授
産
内
容
と
し
て
は
、
下
請

け
園
芸
班
―
資
源
ご
み
収
集
（
南

城
市
委
託
）
、
観
葉
植
物
・
花

卉
栽
培
販
売
、
菓
子
製
造
班
―

黒
糖
菓
子
製
造
販
売
と
あ
り
、

収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

い
た
額
を
工
賃
と
し
て
、
利
用

者
に
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。 

学
園
行
事
は
、
月
１
回
行
な

っ
て
お
り
、
主
な
園
行
事
と
し

て
は
、
カ
ラ
オ
ケ
、
水
泳
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
社
会
見
学
等
が

あ
り
ま
す
。 

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行

さ
れ
た
今
、
地
域
福
祉
向
上
は

元
よ
り
障
害
者
の
立
場
に
立
っ

た
支
援
を
今
後
も
行
な
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

お招き会。大好きなおじいちゃん、おばあちゃんと。 

バス停のそうじ。きれいになって、気持ちいいね。 

▲ ふれあい交流会にてもちつきを楽しむ 

社 会 福 祉 法 人 　 つ きしろ福 祉 会  
〒901-1412沖縄県南城市佐敷字新里1948番地 

TEL 098-947-1183 FAX 098-947-3431

つきしろ福祉会の巻 
社会福祉法人

南城市立知念保育所の巻 
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1２ 

新垣　郷太 

　　　みどり 

　　　依加 

　　　羽郷 

太規 

雄規 

匡平 

 

 

（中一） 

（小五） 

（小三） 

（小一） 

（三歳） 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
社
協
だ
よ
り
を

通
し
て
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

南
城
市
で
は
1
月
5
日
に
「
成
人

式
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
成
人
を
祝

う
儀
式
は
古
い
時
代
か
ら
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
現
代
の
よ
う
な
形
に
な
っ

た
の
は
終
戦
後
の
こ
と
で
、
青
年
達

の
明
る
い
未
来
を
願
い
成
年
式
を
行

っ
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。
　

　
女
の
子
が
振
袖
を
着
る
理
由
は
、

長
い
袖
で
厄
を
振
り
払
う
と
い
う
意

味
が
あ
り
１９
才
の
厄
年
に
振
り
袖
を

着
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
災
難
や
病

気
な
ど
か
ら
身
を
守
る
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

今
年
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る

6
7
6
名
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
ご

家
族
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持

ち
、
大
き
な
夢
を
掲
げ
て
歩
き
出
し

て
下
さ
い
。
皆
様
の
こ
れ
か
ら
の
ご

活
躍
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。 

〔南城市大里〕 

きょうた 

よりか 

うきょう 

きょうへい 

かつき 

たいき 

よ
り 

か 

 

う
き
ょ
う 

き
ょ
う
へ
い 

た
い 

き 

か
つ 

き 

私
が
、
稲
嶺
区
に
嫁
い
で
、
は
や

一
四
年
！
稲
嶺
区
は
お
年
寄
り
の
方

が
と
て
も
明
る
く
て
元
気
。
そ
し
て
、

伝
統
芸
能
や
旧
暦
行
事
が
昔
の
ま
ま

ほ
と
ん
ど
受
け
継
が
れ
て
い
て
、
子

ど
も
達
が
育
っ
て
い
く
に
は
、
と
て

も
良
い
環
境
で
す
。
私
達
の
子
ど
も

は
と
に
か
く
「
ウ
ー
マ
ク
」
で
す
。

隣
の
屋
根
に
登
っ
た
り
、
夏
休
み
は

朝
早
く
か
ら
、
セ
ミ
取
り
に
行
っ
て

帰
っ
て
き
た
か
と
思
う
と
今
度
は
、

キ
ー
パ
ー
持
参
で
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
等
と
本
当
に
夕
方
暗
く

な
る
ま
で
、
遊
び
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
せ
い
か
、
よ
く
「
あ
ん
た
達
の

子
ど
も
は
、
昭
和
初
期
ぐ
ら
い
の
ワ

ラ
ビ
ン
チ
ャ
ー
み
た
い
さ

ー
」
と
言
わ
れ
ま
す
。 

子
ど
も
は
、
依
加
（
中

一
）
が
弟
達
を
ま
と
め
て

く
れ
、
優
し
く
て
し
っ
か

り
者
、
私
よ
り
お
母
さ
ん

で
す
。
羽
郷
（
小
五
）
は
、

サ
ッ
カ
ー
大
好
き
で
負
け

ず
嫌
い
、
毎
朝
食
事
を
運

ん
で
く
れ
た
り
と
私
を
助

け
て
く
れ
ま
す
。
太
規
（
小

三
）
は
、
野
球
大
好
き
集

中
力
が
す
ご
く
、
弟
達
の

面
倒
も
よ
く
見
て
く
れ
ま

す
。
雄
規
（
小
一
）
は
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
一
番
怒
ら

れ
て
い
る
か
も
・
・
・
し
か
し
や
る

時
は
一
生
懸
命
で
す
。 

匡
平
（
三
歳
）
は
、
と
に
か
く
ウ

ー
マ
ク
だ
け
ど
一
番
お
手
伝
い
が
上

手
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
家
族
の
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
で
す
。
子
ど
も
が
五
人
、

毎
日
み
ん
な
が
眠
る
ま
で
短
気
な
私

は
、
叫
び
ま
く
っ
て
い
ま
す
が
、
気

長
な
旦
那
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
曾
祖
父
、

い
つ
も
優
し
い
曾
祖
母
、
い
つ
も
明

る
い
洋
子
お
母
さ
ん
、
私
を
産
ん
で

く
れ
た
栄
子
お
か
あ
さ
ん
、
仕
事
の

時
、
ウ
ー
マ
ク
を
預
か
っ
て
く
れ
る

憲
彦
お
父
さ
ん
、
み
ん
な
に
助
け
ら

れ
、
感
謝
し
な
が
ら
子
育
て
を
楽
し

く
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 


